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合
同
会
議
は
、
座
長
に
森
組
織
担
当
部
長 

（
Ｏ
Ｂ
担
当
）
を
選
出
し
て
始
ま
り
、
古
川

本
部
Ｏ
Ｂ
会
長
と
奥
山
副
委
員
長
が
そ
れ
ぞ

れ
の
立
場
か
ら
挨
拶
を
行
な
い
ま
し
た
。 

そ
の
後
本
部
Ｏ
Ｂ
会
の
伊
藤
事
務
局
長
か

ら
、
４
月
の
本
部
Ｏ
Ｂ
会
定
期
総
会
以
降
の 

半
年
間
の
主 

な
取
り
組
み 

の
経
過
報
告 

と
、
Ｊ
Ｒ
東 

労
組
が
全
力 

で
取
り
組
ん 

で
い
る
「
２ 

０
１
４
秋
の 

た
た
か
い
」
の 

主
要
な
課
題 

の
一
つ
の
「
た 

し
ろ
か
お
る
応 

     

井
委
員
長
、
そ
し
て
参
議
院
議
員
た
し
ろ

か

お

る

氏

が

参

加

さ

れ

、                    

そ
れ
ぞ
れ
の
方
か
ら
ご
挨 

            

 

援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
取
り
組
み
と
、
そ
れ

を
支
援
す
る
Ｏ
Ｂ
会
の
取
り
組
み
の
問
題

提
起
が
あ
り
ま
し
た
。 

  

問
題
提
起
に
対
す
る
討
論
で
は
、
現
役

が
進
め
る
「
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
取
り
組

み
と
、
そ
れ
を
支
援
す
る
各
地
本
Ｏ
Ｂ
会
と

の
連
携
を
巡
っ
て
、
地
本
Ｏ
Ｂ
会
選
出
の
幹

事
と
地
本
Ｏ
Ｂ
担
当
者
の
15

名
か
ら
、

色
々
な
意
見
や
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。 

〈 

幹
事 

〉 


 

会
員
宅
へ
紹
介
者
カ
ー
ド
を
送
り
、

今
少
し
づ
つ
戻
っ
て
き
て
い
る 


 

レ
ク
後
の
懇
親
会
で
、
紹
介
者
を
書

い
て
も
ら
っ
て
い
る 


 

足
腰
の
弱
い
Ｏ
Ｂ
と
、
経
験
の
な
い

若
手
が
ペ
ア
を
組
む
こ
と
が
大
切 


 

今
後
、
青
年
部
と
Ｏ
Ｂ
会
員
の
役
員

会
に
相
互
に
参
加
す
る
予
定 

  

〈 

Ｏ
Ｂ
担
当 

〉 


 

10
名
の
紹
介
者
は
、
難
し
い
と
い

う
声
が
あ
る 


 

取
り
組
み
計
画
は
遅
れ
て
い
る
が
、

Ｏ
Ｂ
に
も
「
応
援
プ
ロ
」
に
入
っ

て
も
ら
っ
て
い
る 


 

Ｏ
Ｂ
会
の
拡
大
会
議
で
支
援
要
請

し
、
今
、
支
部
と
支
部
Ｏ
Ｂ
会
で

応
援
プ
ロ
会
議
を
や
っ
て
い
る 


 

当
面
は
地
方
選
に
全
力
を
上
げ
、

そ
の
勢
い
を
「
た
し
ろ
」
に
つ
な

げ
る 

  

今
回
の
合
同
会
議
で
、
Ｊ
Ｒ
東
労
組
の

「
２
０
１
４
秋
の
た
た
か
い
」
を
支
援
す

る
Ｏ
Ｂ
会
の
成
果
と
今
後
の
課
題
が
、
い

く
つ
か
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。 

       

翌
日
は
朝
８
時
30
分
か
ら
再
開
さ
れ
、 

10
時
ま
で
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
間
５
単
組
Ｏ
Ｂ
会
の
代
議
員
と
、
オ

ブ
ザ
ー
バ
ー
参
加
の
九
州
地
協
の
仲
間

を
含
め
た
19
名
が
発
言
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の

闘
い
や
活
動
の
報
告
を
し
ま
し
た
。
特
に

「
た
し
ろ
後
援
会
」
に
加
入
す
る
取
り
組 

み
を
成
功
さ
せ
、
引
き
続
き
国
会
活
動
に 

     

  

【 

成
果 

】 


 

「
た
し
ろ
議
員
激
励
と
国
会
見
学

ツ
ア
ー
」
の
実
施
に
よ
っ
て
、
Ｏ
Ｂ

会
組
織
の
強
化
が
勝
ち
取
ら
れ
、
大

き
な
自
信
に
な
っ
た 


 

若
手
現
役
と
の
話
し
合
い
の
場
が

で
き
、
今
後
の
「
現
退
一
致
」
の
足

掛
り
が
出
来
た 

 

【 

課
題 

】 


 

地
本
に
よ
っ
て
「
応
援
プ
ロ
」
の
支

援
の
取
り
組
み
に
、
ア
ン
バ
ラ
ス
が

生
じ
て
い
る 


 

全
体
的
に
取
り
組
み
が
遅
れ
て
い
る 

今
回
の
会
議
で
は
、
地
本
Ｏ
Ｂ
担
当
者

か
ら
も
積
極
的
に
発
言
し
て
い
た
だ
き
、 

「
現
退
一
致
」
で
「
２
０
１
４
秋
の
た

た
か
い
」
を
成
功
さ
せ
る
事
を
確
認
し

ま
し
た
。 
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１０月１６日、女性１名を含む２３名の「たしろ議員激励と国会

見学ツアー」参加者は、９時丁度に千葉駅前を出発しました。 
バスは予定より早く国会に到着したので、急遽参議院の「国土交

通委員会」を傍聴する事になりました。初めて国会の中に入る人も
多く、その委員会でたしろ議員が発言している姿を見て大いに興奮
したばかりか、他の地本ＯＢ会の国会見学者よりも「得した気分」
になりました。 
その後衛視の案内で国会内を見学し、国会議事堂をバックに記念

写真を撮った後、参議院議員会館の会議室に移動しました。 
たしろ議員は、午後からも委員会があるために、意見交換会は短

時間となりました。 
たしろ議員は、「私は労働者の代表として、国会で闘っている。支

えていただき感謝している。これからも精一杯頑張っていく」と挨
拶がありました。参加者からも発言し、「今後も自信を持ってやって
もらいたい」と激励しました。 
その後、齊藤地本ＯＢ会副会長より激励の品がたしろ議員に手渡

され、会場は大きな拍手に包まれました。帰りのバスの中では、「一 
人１０人の紹介者をやり抜こう」と確認し合いました。 
今回のツアーで、たしろ議 

員と直接会えたこと、国会議 
事堂を初めて見学したこと、 
更には「国土交通委員会」を 
傍聴出来た等、全員が満足し 
た１日を過ごしました。 
 
 
 

 

今
こ
そ
現
役
と
し
っ
か
り
議
論
し
よ
う 

 

幹
事
と
Ｏ
Ｂ
担
当

15
名
が
発
言 

       
 
 ２

０
１
４
・
秋 

Ｊ
Ｒ
東
労
組
Ｏ
Ｂ
会
幹
事
会
・
地
本
Ｏ
Ｂ
担
当
者
合
同
会
議 

た
し
ろ
議
員
を
応
援
す
る
た
め
に 

幹
事
と
Ｏ
Ｂ
担
当
者
が
熱
心
な
討
論 

 

強
い
大
型
の
台
風
18
号
が
大
き
な
被
害
を
出
し
な
が
ら
日
本
列
島
を
過
ぎ
去
っ

た
10
月
７
日
、
13
時
か
ら
Ｊ
Ｒ
東
労
組
本
部
の
大
会
議
室
で
「
２
０
１
４
・
秋 

Ｊ

Ｒ
東
労
組
Ｏ
Ｂ
会
幹
事
会
・
地
本
Ｏ
Ｂ
担
当
者
合
同
会
議
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

  

こ
の
合
同
会
議
に
は
、
本
部
Ｏ
Ｂ
会
役
員
と
幹
事
、
そ
れ
に
各
地
本
の
Ｏ
Ｂ
担

当
者
が
参
加
し
ま
し
た
。
中
央
本
部
か
ら
は
、
奥
山
副
委
員
長
と
森
組
織
担
当
部

長
（
Ｏ
Ｂ
担
当
）
が
参
加
し
ま
し
た
。
会
議
に
先
立
ち
、
去
る
10
月
３
日
に
最
高

裁
第
三
小
法
廷
が
出
し
た
美
世
志
会
「
地
位
確
認
訴
訟
」
の
上
告
棄
却
決
定
の
報

告
が
、
怒
り
に
満
ち
た
上
原
代
表
か
ら
あ
り
ま
し
た
。 

合
同
会
議
で
は
、
こ
の
４
月
以
降
の
本
部
Ｏ
Ｂ
会
の
活
動
報
告
と
、
Ｊ
Ｒ
東
労

組
の
「
２
０
１
４
秋
の
た
た
か
い
」
を
巡
っ
て
熱
い
討
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。 

千葉地本ＯＢ会「たしろ議員激励と国会見学ツアー」報告 
 

「委員会」傍聴できて、得したぞ！ 

座
長
に
森
Ｏ
Ｂ
担
当
を
選
出 

合同会議で挨拶する奥山副委員長 



        

   

９
月
29
日
、
Ｊ
Ｒ
東
労
組
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
サ
ー
ビ
ス
協
議
会
が
、
お
台
場
「
潮
風

公
園
」
に
て
『
バ
ー
ベ
キ
ュ
ウ
＆
ビ
ン
ゴ

大
会
』
を
開
催
し
ま
し
た
。 

当
日
は
台
風
18
号
の
影
響
も
あ
り
、
計

画
通
り
に
開
け
る
の
か
心
配
し
ま
し
た
が
、

案
ず
る
ま
で
も
な
く
、
絶
好
の
秋
晴
れ
と
な

り
ま
し
た
。 

  

参
加
者
も
目 

標
の
50
名
を 

大
き
く
上
回 

る
90
名
と
な
り
、
交
流
会
は
親
睦
を
深
め

な
が
ら
ビ
ン
ゴ
大
会
等
で
大
い
に
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。 

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
サ
ー
ビ
ス
協
議
会
は
、
４
月 

14
日
に
第
２
回
総
会
を
開
催
し
、
５
月
に

は
会
社
と
の
「
労
働
協
約
」
を
締
結
し
、
よ

う
や
く
労
働
組
合
と
し
て
体
制
を
整
え
ま

し
た
。 

そ
の
よ
う
な
中
、
「
一
度
、
組
合
員
を
集

め
る
場
を
作
ろ
う
！
」
と
、
幹
事
会
で
議
論

し
ま
し
た
。
「呼
び
か
け
の
ビ
ラ
は
」
、
「景
品 

   

     
      

   

 の
買
い
出
し
は
」
、 

「
当
日
の
司
会
は
」 

等
、
若
い
仲
間
に 

は
初
め
て
の
事
で 

あ
り
、
幸
い
エ
ル
ダ 

ー
の
知
恵
と
経
験 

を
借
り
て
成
功
す 

る
こ
と
が
出
来
自 

信
に
な
り
ま
し
た
。 

 

（東
京
地
本
Ｏ
Ｂ
会
・
渡
辺
敏
視
） 

       

９
月
19
日
、
仙
台
支
部
Ｏ
Ｂ
会
と
山
形 

支
部
Ｏ
Ｂ
会
の
支
部
間
交
流
が
開
催
さ
れ 

ま
し
た
。
交
流
会
は
３
年
目
を
迎
え
、
今 

回
は
山
形
支
部
Ｏ
Ｂ
会
が
準
備
支
部
と
な

り
、
中
山
町
の
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
で
グ 

ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を
楽
し
み
ま
し
た
。 

岸
地
本
総
務
財
政
部
長
、
大
山
山
形
支

部
委
員
長
も
参
加
さ
れ
、
澄
み
き
っ
た
秋 

    

今
回
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、
水
戸
地
本 

Ｏ
Ｂ
会
の
三
役
会
議
や
幹
事
会
、
Ｏ
Ｂ
担
当 

者
と
の
合
同
会
議
を
重
ね
、
「
参
加
者
を
い

か
に
募
る
か
、
40
名
を
集
め
る
た
め
に
は
ど

う
す
る
か
」
、
「
バ
ス
の
出
発
場
所
は
い
わ
き
か

水
戸
か
」
「
寸
断
さ
れ
た
原
ノ
町
支
部
は
参
加

で
き
る
か
」
「
列
車
の
方
が
良
い
の
で
は
な
い
か
」

等
、
多
く
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
結
果

的
に
原
ノ
町
支
部
Ｏ
Ｂ
会
は
参
加
で
き
ま
せ 

 

空
の
下
26
名
の
参
加
者
が
汗
を
流
し
ま
し
た
。

初
め
て
の
方
も
お
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
は
そ
れ

は
楽
し
い
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
と
な
り
ま
し
た
。 

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
は
８
コ
ー
ス
を
廻
り
、
点
数

の
少
な
い
方
が
勝
ち
と
な
り
ま
す
。
ホ
ー
ル
イ

ン
ワ
ン
が
出
る
と
、
大
歓
声
！
。 

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
で
汗
を
流
し
た
後
は
、
「ひ

ま
わ
り
♨
、
ゆ
ら
ら
」で
温
泉
に
入
り
疲
れ
を

癒
や
し
、
次
は
待
ち
に
待
っ
た
宴
会
で
す
。
運

動
し
た
後
の
ビ
ー
ル
の
旨
さ
は
格
別
で
し
た
。

宴
会
で
は
、
今
田
さ
ん
の
踊
り
に
大
喝
采
！
。

実
に
芸
達
者
な
も
の
で
す
。
そ
の
後
山
形
名

物
の
芋
煮
を
ほ
お
ば 

り
、
飲
む
程
に
交
流 

会
は
最
高
に
盛
り
上 

が
り
ま
し
た
。 

交
流
会
は
、
た
し 

ろ
か
お
る
の
活
動
を 

応
援
す
る
た
め
に
、 

現
職
と
Ｏ
Ｂ
会
が
連 

携
を
取
り
共
に
闘
っ 

て
い
く
こ
と
を
確
認 

し
、
支
部
間
交
流
は 

大
成
功
裡
に
終
了
し 

ま
し
た
。 

              

                                       

                

横
浜
地
本
Ｏ 

Ｂ
会
が
今
月
紹 

介
す
る
人
は
、 

 
 
 

「
は
し
さ
～
ん
」 

と
呼
べ
ば
「
ヤ
ッ
ホ
ー
」
と
応
え 

る
山
を
愛
し
て
止
ま
な
い
橋
倉
喜 

一
さ
ん
で
す
。 

は
し
さ
ん
は
、
現
役
時
代
は
南
武
線 

の
電
車
運
転
士
を
し
て
い
ま
し
た
が
、 

退
職
後
は
、
生
ま
れ
故
郷
の
高
根
沢
町 

に
戻
り
宇
都
宮
駅
の
そ
ば
店
に
勤
め
て 

い
ま
し
た
。 

故
郷
に
戻
ろ
う
と
決
意
し
た
の
は
、 

        

10
年
前
に
病
気
で
亡
く
し
た
奥
さ
ん
だ
っ
た 

と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
愛
す
る
奥
さ
ん
の 

思
い
も
よ
ら
な
か
っ
た
死
が
、
漠
然
と
し
て
い

た
望
郷
の
念
を
「
よ
し
、
故
郷
に
帰
っ
て
森 

   

づ
く
り
の
活
動
を
し
よ
う
」
と
決
断
さ
せ
た
の 

だ
そ
う
で
す
。 

「
は
し
さ
ん
」
は
、「
森
び
と
」
に
参
加
し
て 

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
養
成
に
見
事
パ
ス
し
、 

「
土
壌
」
や
「
腐
葉
土
」
、「
植
樹
」
な
ど
の 

知
識
を
身
に
着
け
た
ば
か
り
か
、
多
く
の
仲 

   

会
の
事
務
局
の
主
要
な
メ
ン
バ
ー
と
な
っ 

て
運
営
に
携
わ
る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。 

昨
年
は
、
Ｊ
Ｒ
６
社
共
催
の
Ｄ
Ｃ
キ
ャ 
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間
や
友
人
を
つ
く
り
、
心
配
を
し
て
い
た
多

く
の
人
達
を
び
っ
く
り
さ
せ
ま
し
た
。 

そ
し
て
現
在
は
、 

「
自
然
の
防
潮
堤
づ 

く
り
」
で
、
南
相 

馬
に
も
立
っ
て
い

ま
す
。 

は
し
さ
ん
は
、
今
日 

も
日
焼
け
し
た
顔
で
「
地
球
温
暖
化
で
人
間

が
傷
つ
け
た
大
地
や
自
然
を
、
人
間
の
手
で

元
に
戻
し
ま
し
ょ
う
」
と
、
元
気
に
多
く
の 

Ｏ
Ｂ
会
員
に
訴
え
て
い
ま
す
。 

（
高
根
沢
町
在
住
・
橋
倉
喜
一
・
65
歳
） 

    

      

わ
が
町
の 

 

有
名
人 

横浜地本ＯＢ会 
さ
あ
秋
だ
、
各
地
で
レ
ク
開
催 

大
大
型
台
風
が
２
週
続
い
た
間
隙

を
ぬ
っ
て
、
10
月
９
日
「
ブ
ロ
ッ

ク
別
三
地
本
Ｏ
Ｂ
会
交
流
」
の
ト

ッ
プ
を
切
っ
て
東
関
東
の
交
流
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

今
回
は
、
水
戸
地
本
Ｏ
Ｂ
会
の 

主
幹
で
、
茨
城
県
阿
見
町
に
あ
る
「
予
科

練
平
和
記
念
館
」
で
の
研
修
を
、
主
な 

目
的
と
す
る
も
の
で
し
た
。 

東
関
東
の
水
戸
、
千
葉
、
東
京
の
三 

地
本
か
ら
58
名
の
Ｏ
Ｂ
会
員
が
参
加
し
、

最
寄
駅
の
土
浦
駅
で
は
現
役
組
合
員
が 

案
内
に
立
ち
、
バ
ス
で
会
場
に
向
か
い 

ま
し
た
。 

記
念
館
で
は
、
説
明
員
か
ら
施
設
の 

案
内
を
受
け
、
戦
争
と
い
う
愚
か
さ
の 

実
態
を
垣
間
見
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。 

こ
の
施
設
の
中
に
は
、
高
崎
地
本
Ｏ 

Ｂ
会
員
の
絹
川
さ
ん
か
ら
寄
贈
さ
れ
た 

展
示
品
も
あ
り
、
先
輩
の
苦
労
を
慮
る 

場
面
も
あ
り
、
入
院
さ
れ
て
い
る
絹
川 

さ
ん
の
一
日
も
早
い
回
復
を
祈
り
ま 

し
た
（
懇
親
会
で
檄
色
紙
を
作
成
）。 

研
修
の
後
は
会
場
を
移
し
、
水
戸
地
本

の
準
備
に
よ
る
懇
親
会
が
行
わ
れ
大
い
に

盛
り
上
が
り
、
た
し
ろ
議
員
を
支
え
る
意

思
結
集
も
ガ
ッ
チ
リ
行
い
ま
し
た
。 

 

                              

東関東 

10
月
22
日
か
ら
23
日
の
二

日
間
の
日
程
で
、
上
信
越
ブ
ロ
ッ

ク
三
地
本
Ｏ
Ｂ
会
に
よ
る
交
流

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

当
日
は
あ
い
に
く
の
雨
模
様

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
長
野
新
幹
線 

上
田
駅
に
高
崎
地
本
11
名
、
新
潟
地
本 

11
名
、
そ
し
て
今
回
の
交
流
会
の
主
幹 

で
あ
る
長
野
地
本
か
ら
13
名
（
内
一
名 

は
女
性
）
の
Ｏ
Ｂ
会
員
が
集
ま
り
ま
し

た
。
本
部
Ｏ
Ｂ
会
か
ら
は
、
地
元
長
野
出

身
の
竹
島
副
会
長
が
参
加
し
ま
し
た
。 

初
日
は
、
上
田
駅
を
バ
ス
で
出
発
し

て
、
日
中
戦
争
や
太
平
洋
戦
争
で
学
業

半
ば
で
戦
地
に
駆
り
出
さ
れ
、
戦
死
し

た
画
学
生
の
遺
作
や
遺
品
を
展
示
し
て

あ
る
「
無
言
館
」
等
を
見
学
し
ま
し
た
。 

そ
の
夜
は
、
お
楽
し
み
の
懇
親
会
で
三

地
本
Ｏ
Ｂ
会
の
親
交
を
深
め
ま
し
た
。 

２
日
目
は
、
秋
の
信
州
を
満
喫
す
る 

た
め
に
、
美
ヶ
原
高
原
美
術
館
を
目
指 

し
て
、
参
加
者
が
お
好
み
の
コ
ー
ス
を 

選
択
し
な
が
ら
散
策
を
楽
し
み
ま
し
た
。 

今
回
の
交
流
会
は
、
久
し
ぶ
り
の
「
踊

り
」
を
楽
し
み
に
し
て
い
た
会
員
も
多
く

い
ま
し
た
が
、
入
院
の
た
め
中
止
と
な
り

ま
し
た
が
、
初
め
て
の
女
性
会
員
の
参
加

で
、
華
や
い
だ
も
の
に
な
り
ま
し
た
。 

      

         

                                        

上信越 

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
サ
ー
ビ
ス
協
議
会
が 

 
 

お
台
場
で
レ
ク
を
開
催 

仙
台
支
部
と
山
形
支
部
の
Ｏ
Ｂ
が 

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
で
交
流
会 

こ
よ
な
く
自
然
を
愛
す 

 
 先月号（ＮＯ
206）の 2 面下
段の横浜「設備関
係ＯＢ連絡会の
結成に向けた準
備会」の記事中
「結成準備委員
の皆さん」の会長
の名前が誤って
いました。  正し
くは、佐藤好美さ
んです。お詫び
し、訂正します。 

 

お詫びと訂正  
 

 
10 月 3 日、最高裁第三小法廷

は、美世志会「地位確認訴訟」
に対する上告を棄却するとい
う不当な決定を下しました。 
 この決定は憲法 28 条で保障さ
れている労働組合の団結権の否
定であり、到底認められません。 
本部ＯＢ会は、これからも美

世志会をはじめ、本部、たしろ
参議員と共に「平和、人権、民
主主義」を守るために闘い抜く
決意です。 

 

 

 

 

 

 

 

最高裁、美世志会の 
「地位確認訴訟」を上告棄却！ 

「我らの声」第 16号 

        原稿募集中！ 
 特集 「戦後 70年に当たり」 

戦前・戦中派のＯＢ会員の戦争体 

験記を期待しています 

 初めて投稿される方、大歓迎！ 

 しめきり  2015年 1月 31日 

 

ﾌﾞﾛｯｸ別三地本ＯＢ会交流はじまる 

  盛り上がったバーベキュウ 

 全員集合！ビールが旨いぞ 


